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　西暦2021年は、近畿大学原子炉60周年にあたる。私事ではあるが、私も今年60歳となり、感に堪えない。

60年の時間の重みもさることながら、現在では、60年前を想像することは多くの人にとって難しいと思う。

この年は、第二次世界大戦後16年、東京オリンピック3年前である。約10年前にヒットした映画シリーズ

「ALWAYS 三丁目の夕日」を見た方には、イメージできるであろうか。テレビや電話がない家庭も決してめ

ずらしくなかった時代である。60年前に思いを馳せ、60年の歴史を感じるとともに、近大原子炉の現状と未

来を考えてみたい。

　現在と未来の近畿大学原子炉を語るにおいて、原子力、放射線、大学の3点に焦点を当ててみたい。その

前に、私自身の立場を説明しておく。私は、2013年から原子力研究所に勤務している。それまでは、臨床医

としての経験および基礎医学研究を行っていた。基礎医学研究としては、紫外線の細胞影響、突然変異誘発

のメカニズムを研究していた。紫外線は、遺伝情報を担うDNAに損傷をもたらす。これを克服するために

生物は、ヌクレオチド除去修復機構というシステムを持つ。放射線の人体影響も、DNA損傷をもたらすこ

とによっている。東日本大震災に引き続き起こった東京電力福島第一原子力発電所事故をきっかけとし、放

射線の人体影響を研究するために原子力研究所に来たという経緯である。DNA損傷に対する修復機構、

DNA損傷が適切に修復されなかった場合の突然変異誘発や細胞死について研究を進めることを目的として

研究を続けている。

　原子力研究所に来て感じることは、原子力に関する研究、大学教育ともに前途多難であるということであ

る。日本における原子力産業の発展の出発点としては、日本が広島、長崎の被爆体験があることから、原子

力の平和利用への熱い志があったと思う。医学においても、なんとかして被曝した人たちの力になりたいと

いう思いから、第二次世界大戦後に多くの医学部で、放射線基礎医学講座が開設され、精力的に研究がなさ

れた。残念ながら、現在は基礎研究として、放射線の人体影響を研究する講座はわずかしか存在せず、それ

らの講座も教授や准教授が定年になれば、改変される運命にある。

　大学は研究をするところであるという考えからすると、原子力の研究は、もはや不要ということになるか

もしれない。ノーベル賞を目指すような研究、あるいは大きな産業的価値を望めるような研究こそが価値あ

る研究ということになる。現状では、原子力は、そのような学問に値するとみなされていない。実際に、文

部科学省における、いわゆる科研費において原子炉を利用した研究に充てられている研究費は微々たるもの

でしかない。しかしながら、実際の産業規模において原子力は大きなものであり、さらに、放射線に関わる

産業規模は巨大とも言える。原子力そして放射線について、大学で一定レベルの教育を受けた人材が安定し

て供給される必要がある。

　研究以外の大学が社会に果たすべき使命として、社会にとって重要な産業を支える知識、技術を学んだ人

材を供給することが重要である。医療に関わる人材育成が、これにあたることは明確である。すなわち医

師、看護師、薬剤師、放射線技師だけでなく多くのパラメディカル職種も系統だった教育を受けている。過

去には、専門学校が主だった職種も大学が主流となっている。原子力、さらに放射線に関しても系統だった
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大学教育を経て、社会へ送り出す道を模索することが必要であると思う。就職後、現場で学ぶのでは、現場

の安全を保っていくのは難しいのではないか。放射線計測、安全、人体影響などを系統立てて学んだ人材を

供給することで、関連産業も安定することになる。

　近畿大学原子力研究所の未来を考えるにあたり、上記のような考えを明確に主張し、大学における役割を

果たしていくことが重要であると考える。
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